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数１００機以上からなる合成開口

レーダ衛星メガコンステレーション

を可能にする、薄型ＳＡＲ衛星を開

発し、軌道上実証する。薄型衛星で

は、350km程度の低高度軌道でも小

推力のイオンエンジンで軌道維持が

できるため、高度の３乗に比例して

レーダ観測に著しく有利である。

帯域1.2GHzの並列給電スロットア

レーアンテナ、薄型衛星バス機器、

SAR搭載機器の小型化、と薄型化、

DiskSatの低高度軌道運用
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DiskSat SAR for Mega Constellation

 (メガコンステレーションのための2次元小型SAR衛星 DiskSat SAR）

⑩概要（200字程度）

筆者らが2013-2018年に開発した小型SAR衛星は既に軌道上で３機運用されて

いる。その展開型ハニカムパネルスロットアレーアンテナは、低価格、薄型の

収納形状、太陽🔋パドルとの兼用が可能等を特⾧とする。今後の数１００機以

上のSARコンステレーションには、ロケットフェアリングに多数機衛星を積み

重ねて数10機の同時打ち上げが可能な、薄型収納形状のSAR衛星が必要である

と予測されている。米国AeroSpace Corporation はdisk状の衛星DiskSatを提案

している。筆者らの小型SARシステムは、このDiskSatに適合性が高いことに着

眼して大規模コンステレーションを目指したDiskSAT SARのシステムを提案し

ている。このDiskSat SARシステムの実現性についての検討の現状を報告す

る。

⑬衛星のスペック ⑭開発状況・計画

JAXA宇宙研で開発した小型SAR衛星Micro-X-SARは民間会社

Synspective社により既に３機軌道上で運用されている。これを発展させ

て、小型薄型化し、地上分解能0.25mを可能にするアンテナ試作、システ

ム検討を行っている。薄型衛星DiskSatバス技術を保有する米国

Aerospace Corporation と共同プロジェクト化の話し合いを進めてい

る。

・LEO(600km) では、 パネル4枚で分解能3m, パネル7 枚で分解能1m.

・VLEO(350km)では、 パネル4枚で分解能0.m, パネル7 枚で分解能0.25m.

・軌道維持はCube 用イオンエンジン.0.35mN.  . アンテナパネル 0.7mx0.7m

・アンテナは新規開発の完全並列給電スロットアレーアンテナ.
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⑮衛星のイメージ図 ⑯ミッションのイメージ図（※あれば）

メガコンステレーションが可能な DiskSat SAR

・フェアリングに多数機段積みできる薄型収納の合成開口レーダ衛星

・レーダ観測に有利な超低高度軌道での運用も可能

メガコンステレーションが可能な DiskSat SAR

・フェアリングに多数機段積みできる薄型収納の合成開口レーダ衛星

・準リアルタイムにSAR画像を取得するメガコンステレーション

modified from © Starlink

DiskSat SAR

Fig.1 Conceptual Layout of DiskSat SAR.
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Tabl１Micro-X-SARのSARシステム仕様諸元

Fig.2 Micro-X-SARの軌道上実証機 ©Synspective

Fig.3 Layout of First-Generation Micro-X-SAR. Satellite.

Body Size 0.7x0.7x0.4m.

From Hirako. J Physics: Conf.Series 1130 (2018) 012012.

[ミッション目的] 準リアルタイム,全天候型地上撮像

ミッションのためのメガコンステレーションを可能に

する薄型SAR衛星 DiskSat SARの軌道上実証を行う。

[実績] 低コストで薄型収納が可能な展開型スロットア

レーアンテナを利用した従来型の立体的な小型ＳＡＲ

衛星は、Fig.2のように既に軌道上で３機運用されている。

Fig.3は搭載機k配置である。Table1は主要諸元。

[DiskSat SAR 開発]

１. SARシステムの高性能化．地上分解能0.25m対応の完

全並列給電スロットアレーアンテナの実用化

2.  X帯電力増幅器の高出力化（3kW)

3.  衛星の薄型化

Fig.2の搭載機器領域を30%小型化して、Fig.1の薄型後退

に収納させる。SAR信号発生処理装置、PCDUの小型化。

４. DiskSat SARのバス機器の開発 (米国 Aerospace 

Corporation 担当）CubeSat用搭載機器の実績品を利用、

改修、改良。


